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保険に騙
だ ま

されるな
「保険で貯蓄」はありえない1

Pa r t

22
24
26
28
30

プロが加入するのは掛け捨て保険だけ
「長生きリスクに備える保険」は老後の頼りにはならない
おカネが殖えにくく非効率な変額保険
資産運用には不向きの外貨建て保険
25年問題・35年問題の連続パンチ 高齢化で逆風の国内生保

CONTENTS 2018 1/20 ちょっと待った！ そ
の保険、本当に必要
ですか？ ウソ・まやか
しの営業トークに騙
されていませんか？

イラスト：ほししんいち

【表紙から】
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永田 宏
長浜バイオ大学教授

「がん＝死」の
イメージが
強すぎる 54

佐々木光信
保険医学総合研究所社長

がんの定義が
変われば
保障も変わる 55

中国の拡張主義
60
第 2特集

大ヒット愛国映画『戦狼』に見る

アフリカを重視する中国政府の姿勢が
如実に見える一方でほころびも。

64 若き中国人企業家のアフリカ進出戦記

ウソが横行 営業の現場
32
34
38
40

カモられる高齢者 苦情数最悪は生保
かんぽで高齢者とのトラブル続出
銀行窓販で「手数料ゼロ」の虚偽説明が横行
　　　　ニーズに合わない保険ばかり勧めてくる！

2
Pa r t

医療保険・がん保険に騙されるな
44
46
48
50
52
54
55
56
57

公的制度が充実 貯蓄があれば本来不要
Q&A│「２人に１人はがんになる」はまやかしの営業トーク
先進医療特約のせいで不要治療受ける悲劇も
3大疾病無制限の落とし穴 割に合わない引受基準緩和型
持病ある人でもまずは一般の医療保険加入検討を
INTERVIEW│永田 宏 ● 長浜バイオ大学教授

INTERVIEW│佐々木光信 ● 保険医学総合研究所社長

マツモトキヨシと第一生命の温度差
ライフネット生命のがん保険 収入保障と低価格で差別化

3
Pa r t

覆面調査

■ 50歳ではわずか6%
   ─10年後にがんに罹患する確率─

（→P46）
現在の年齢 男性 女性

30歳 0.5% 1.0%
40歳 2.0% 4.0%
50歳 6.0% 6.0%
60歳 15.0% 9.0%
70歳 29.0% 14.0%

（注）2017年12月8日に更新された13年の数値
（出所） 国立がん研究センター「がん情報サー

ビス」最新がん統計

ⓒBeijing Dengfeng International Culture Communication Co., Ltd. All Rights Reserved.
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う
に
今
の
う
ち
に
手
続
き
を
し
ま
せ
ん

か
」
と
持
ち
か
け
ら
れ
た
。「
自
分
が
死

ん
だ
後
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
な
。

死
ん
で
す
ぐ
に
で
も
、
家
族
が
貯
金
を

引
き
出
せ
る
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た

の
か
」と
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に「
こ
こ

か
」「
こ
れ
も
か
」と
、
局
員
が
持
参
し

て
き
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
訳
も
わ

か
ら
ず
に
次
々
と
タ
ッ
チ
し
て
い
く
。

　

保
険
の
説
明
は
い
っ
さ
い
な
か
っ
た
。

だ
が
、
後
日
、
保
険
証
券
が
送
ら
れ
て

き
て
顔
が
青
ざ
め
る
。

　
「『
口
座
凍
結
を
避
け
る
仕
組
み
』
と

は
保
険
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
」

　

た
だ
、
か
ん
ぽ
の
契
約
で
必
ず
も
ら

う
は
ず
の
「
ご
契
約
の
し
お
り
・
約

款
」
の
冊
子
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

ど
う
も
変
だ
。
納
得
が
い
か
な
い
。

　

こ
の
高
齢
者
は
現
在
一
人
暮
ら
し
だ

が
、
3
人
の
子
ど
も
は
近
所
に
住
ん
で

い
る
。
郵
便
局
の
営
業
職
員
に
求
め
ら

れ
れ
ば
、
家
族
の
同
席
は
容
易
だ
っ
た
。

し
か
し
、
か
ん
ぽ
の
記
録
に
よ
れ
ば
家

族
の
意
向
を
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。「
家
族
が
反
対
し
て
は
都
合
が
悪

い
」
と
職
員
が
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
職
員
は
、
契
約
時
に
家
族
が
同

席
し
な
か
っ
た
理
由
を
「
家
族
は
遠
方

に
居
住
」
と
す
る
ウ
ソ
の
報
告
を
社
内

で
し
て
い
た
。
ウ
ソ
を
つ
い
て
ま
で
家

族
の
同
席
を
拒
ん
だ
の
は
、
保
険
の
契

約
で
あ
る
こ
と
が
家
族
に
ば
れ
る
の
を

恐
れ
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

険
料
は
年
1
回
の
支
払
い
で

1
回
1
0
0
万
円
。
2
年
経

っ
た
ら
解
約
し
て
も
ら
っ
て
構
わ
な
い

で
す
よ
。
絶
対
、
損
は
さ
せ
ま
せ
ん
」

　

郵
便
局
の
営
業
職
員
に
そ
う
言
わ
れ

て
、
あ
る
高
齢
者
は
「
郵
便
局
に
も
職

員
さ
ん
に
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
し

な
」
と
お
付
き
合
い
の
つ
も
り
で
か
ん

ぽ
生
命
保
険
の
保
険
に
加
入
し
た
。

　

言
わ
れ
た
と
お
り
に
2
年
経
っ
て
か

ら
解
約
を
申
し
出
る
と
、「
契
約
上
、

1
3
0
万
円
し
か
お
戻
し
で
き
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
仰
天
す
る
。

　
「
加
入
時
に
私
に
『
損
は
さ
せ
な
い
』

と
言
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
か
。
私
の
2

0
0
万
円
を
返
し
て
ほ
し
い
。
2
年
前

に
来
た
職
員
さ
ん
に
聞
け
ば
わ
か
る
」

　

自
宅
に
き
た
営
業
職
員
に
そ
う
告
げ

る
と
、「
前
任
者
は
他
局
へ
異
動
し
ま

し
た
。
途
中
解
約
す
る
と
損
失
が
出
る

こ
と
は
前
任
者
が
契
約
時
に
お
伝
え
し

て
い
ま
す
」
と
、
に
わ
か
に
は
信
じ
ら

れ
な
い
言
葉
が
返
っ
て
く
る
。

　

揚
げ
句
に
、「
と
こ
ろ
で
、
そ
の
1

3
0
万
円
は
定
額
貯
金
と
し
て
預
け
ま

せ
ん
か
」
と
勧
め
ら
れ
る
。
後
任
の
職

員
に
悪
び
れ
た
様
子
は
な
い
。

　

別
の
高
齢
者
は
郵
便
局
員
に
「
万
が

一
の
際
、
郵
便
貯
金
は
口
座
を
凍
結
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

保
険
を
貯
金
と
誤
認
さ
せ

ウ
ソ
の
報
告
書
を
作
成

 「
保

本誌：山田雄一郎、富田頌子
デザイン：山根佐保　進行管理：下村 恵　イラスト：熊野友紀子

保険契約をめぐる高齢者とのトラブルが絶え
ないのはなぜか。初期費用の大きい貯蓄性保
険は資産運用に向いているのか。公的医療制
度が充実しているのに医療保険やがん保険は
必要なのか。先進医療特約がもたらす悲劇と
は。営業トークの裏に隠された真相を暴く。



『戦狼』に見る中国の拡張主義
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� 中国の拡張主義
 中国映画史上最大のヒット

　 ─世界映画興行収入ランキング─

順位 作品名 製作
国

興行収入
（百万ドル）

公開
（年）

1 アバター 2,788 2009

2 タイタニック 2,188 1997

3 スター・ウォーズ／フォースの覚醒 2,068 2015

4 ジュラシック・ワールド 1,672 2015

5 アベンジャーズ 1,519 2012

6 ワイルド・スピード SKY MISSION 1,516 2015

7 アベンジャーズ エイジ・オブ・ウルトロン 1,405 2015

8 ハリー・ポッターと死の秘宝 PART2 1,342 2011

9 アナと雪の女王 1,277 2013

10 美女と野獣 ※実写版 1,264 2017

56 戦狼／ウルフ・オブ・ウォー 870 2017

468 千と千尋の神隠し 276 2002

（出所）米ボックス・オフィス・モジョ（1月8日時点）

た
。
15
年
の
前
作
『
戦
狼
1
』
が
興
行

収
入
5
・
4
億
元
（
約
94
億
円
）
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
、
一
躍
ス

タ
ー
と
な
っ
た
。

　

そ
の
ウ
ー
氏
が
演
じ
る
『
戦
狼
2
』

の
主
人
公
は
、
中
国
軍
の
特
殊
部
隊

「
戦
狼
」
の
元
隊
員
レ
ン
。
除
隊
後
に
、

恋
人
の
敵か

た
き

を
探
し
て
ア
フ
リ
カ
各
地
を

放
浪
し
て
い
た
。
そ
の
最
中
、
あ
る
国

の
内
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
戦
闘
地
域

に
中
国
人
ら
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と

知
っ
た
レ
ン
は
、
救
出
活
動
に
向
か
う
。

内
政
干
渉
に
な
る
た
め
手
を
出
せ
な
い

中
国
軍
の
代
わ
り
に
、
反
政
府
勢
力
の

外
国
人
傭
兵
部
隊
と
激
し
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
る
。
市
街
地
で
の
戦
闘
、
カ
ー

チ
ェ
イ
ス
、
ド
ロ
ー
ン
と
の
戦
い
、
戦

車
戦
、
カ
ン
フ
ー
バ
ト
ル
と
、
息
つ
く

暇
も
な
く
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
が
続
く
。

　
『
戦
狼
2
』
で
興
味
深
い
の
は
、
愛

国
映
画
と
し
て
の
側
面
だ
。

　
「
人
民
解
放
軍
建
軍
90
周
年
を
祝
い
、

愛
国
精
神
を
高
め
、
団
員
の
理
想
信
念

を
堅
固
に
し
、
奮
闘
精
神
を
高
め
る
た

め
、
本
社
共
青
団
は
愛
国
映
画
『
戦
狼

2
』
の
集
団
鑑
賞
会
を
開
催
し
た
」

　

こ
れ
は
江
蘇
省
の
あ
る
国
有
企
業
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
一
文
だ
。

同
様
の
報
告
は
無
数
に
あ
る
。
政
府
部

局
や
国
有
企
業
の
共
産
党
員
、
共
産
主

（
17
年
は
約
1
兆
2
5
0
0
億
円
）
と

の
差
を
詰
め
て
い
る
（
米
ボ
ッ
ク
ス
・

オ
フ
ィ
ス
・
モ
ジ
ョ
調
べ
）。

　

昨
年
の
高
成
長
の
立
役
者
が
『
戦
狼

2
』
だ
。
56
・
8
億
元
（
約
9
8
0
億

円
）
の
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
。
こ
れ
ま
で
の
中

国
市
場
首
位
『
美
人
魚
』（
邦
題
は

『
人
魚
姫
』）
の
33
・
9
億
元
（
約
5
9

0
億
円
）
を
大
き
く
更
新
し
た
。

　
『
戦
狼
2
』
の
監
督
・
主
演
は
ウ
ー

・
ジ
ン
氏
。
6
歳
か
ら
カ
ン
フ
ー
を
学

び
、
そ
の
後
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
に
転
じ

義
青
年
団
、
退
役
軍
人
ら
が
動
員
さ
れ
、

興
行
収
入
を
引
き
上
げ
た
。

　

中
国
で
は
以
前
か
ら
「
主
旋
律
映

画
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
作
品

が
作
ら
れ
て
お
り
、
動
員
そ
の
も
の
は

珍
し
く
な
い
。
が
、
こ
れ
ま
で
の
興
行

収
入
上
位
は
、
米
国
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
作

品
か
コ
メ
デ
ィ
映
画
が
大
半
。
愛
国
映

画
の
大
ヒ
ッ
ト
は
極
め
て
異
例
だ
。

　

中
国
映
画
の
字
幕
翻
訳
家
で
あ
る
水

野
衛
子
氏
は
「
09
年
以
降
、
娯
楽
と
し

て
も
楽
し
め
る
主
旋
律
映
画
が
増
え
て

き
た
。制
作
費
も
潤
沢
で
、よ
く
で
き
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。
09
年
に
『
建
国

大
業
』
と
い
う
中
華
人
民
共
和
国
成
立

の
歴
史
を
描
い
た
群
像
劇
が
公
開
さ
れ
、

同
年
の
興
行
収
入
3
位
に
入
っ
た
。
こ

れ
を
皮
切
り
に
、
娯
楽
性
と
愛
国
の
両

立
を
目
指
す
作
品
が
増
え
て
き
た
。

　

水
野
氏
は
、
中
国
政
府
の
変
化
の
み

な
ら
ず
、
商
業
資
本
の
側
が
中
国
政
府

に
近
づ
い
た
面
を
指
摘
す
る
。
中
国
で

は
娯
楽
映
画
に
も
厳
し
い
検
閲
が
あ
る

が
、
当
局
と
接
近
す
れ
ば
そ
の
ハ
ー
ド

ル
は
下
が
る
か
ら
だ
。

　

そ
う
し
た
新
し
い
娯
楽
主
旋
律
映
画

の
中
で
、『
戦
狼
』
は
さ
ら
に
新
機
軸

を
打
ち
出
し
た
。
多
く
の
作
品
が
日
中

戦
争
な
ど
過
去
を
題
材
と
す
る
中
、
15

年
の
『
戦
狼
1
』
は
現
代
に
お
け
る
人

民
解
放
軍
と
外
国
人
傭
兵
部
隊
の
戦
い

を
描
い
た
。
さ
ら
に
『
戦
狼
2
』
で
は

舞
台
を
ア
フ
リ
カ
に
移
し
た
。
人
民
解

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
作
品
の

作
り
方
が
変
わ
っ
た

第2特集

『戦狼』に見る

界
の
歴
代
映
画
興
行
収
入
ト
ッ

プ
1
0
0
に
、
ア
ジ
ア
映
画
で

唯
一
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
作
品
。
そ

れ
が『
戦
狼
／
ウ
ル
フ
・オ
ブ
・ウ
ォ
ー
』

（
原
題
は
『
戦
狼
2
／W

olf W
arrior 

Ⅱ
』）
だ
。
日
本
最
大
の
ヒ
ッ
ト
映
画

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
の
3
倍
超
に

達
し
て
い
る
（
左
㌻
表
）。

　

2
0
1
7
年
、
中
国
の
映
画
市
場
は

前
年
比
13
％
増
の
5
5
9
億
元
（
約
9

7
0
0
億
円
）
へ
拡
大
し
た
。
12
年
に

世
界
2
位
と
な
り
、
以
後
は
北
米
市
場

ジャーナリスト●高口康太

アフリカを重視する中国政府の姿勢
が如実に見える一方でほころびも。

強い中国人がアフリカ人
らを救う物語。１月１2日
から日本でも全国公開

ⓒBeijing Dengfeng International Culture Communication Co., Ltd. All Rights Reserved.

 

アフリカは
俺らに任せろ！

大ヒット愛国映画

世
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BOOKS & TRENDS

はやさか・たかし●1973年生まれ。
著書に『昭和十七年の夏 幻の甲子
園 戦時下の球児たち』『永田鉄山』

『ルーマニア・マンホール生活者の
記録』『世界の日本人ジョーク集』

『続・ 世界の日本人ジョ ーク集』
『日本の戦時下ジョーク集』『世界
のイスラムジョーク集』など。

ノンフィクション作家

『新・世界の日本人ジョーク集』を書いた

早坂 隆氏に聞く
著者

撮影：尾形文繁

風
刺
に
し
て
笑
う
の
が

世
界
の
大
人
の
良
識

版を重ねて11年で
累計100万部超え

中公新書ラクレ
800円＋税／229ページ

新・世界の日本人
ジョーク集

本
人
は
そ
ん
な
に
「
面
白
き

人
々
」
な
の
か
。

│
│
ジ
ョ
ー
ク
集
が
人
気
で
す
。

　

自
身
第
1
作
の
『
世
界
の
日
本
人
ジ

ョ
ー
ク
集
』
を
出
版
し
た
の
が
2
0
0

6
年
。
こ
れ
は
版
を
重
ね
て
78
万
部
出

て
い
る
。
今
回
の
は
い
わ
ば
そ
の
続
々

編
。
ほ
か
に
も
ジ
ョ
ー
ク
集
を
い
く
つ

か
書
い
て
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
累
計
は
1

0
0
万
部
を
超
え
た
。
世
界
で
楽
し
ま

れ
て
い
る
ジ
ョ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
、
変
わ
っ
て
な
い
の
か
。
ジ

　

た
と
え
ば
、
欧
州
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
が
ま
ぬ
け
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が

け
ち
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
日
本

人
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
日
本
人
は
経

済
や
文
化
に
キ
ャ
ラ
が
あ
る
の
で
そ
の

ジ
ョ
ー
ク
に
な
る
。
ハ
イ
テ
ク
や
高
性

能
の
車
が
ら
み
の
イ
メ
ー
ジ
で
今
も
出

て
く
る
。
で
、
中
国
の
製
品
が
す
ぐ
壊

れ
る
の
が
落
ち
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
存
在
感
が
増
し
て
い
る
結

果
、
中
国
人
の
登
場
す
る
ジ
ョ
ー
ク
は

増
え
て
い
る
。
昔
は
げ
て
も
の
食
い
の

中
国
人
、
自
転
車
好
き
の
中
国
人
と
い

っ
た
扱
い
だ
っ
た
が
、
最
近
は
金
持
ち

キ
ャ
ラ
が
多
い
。
日
本
人
も
過
労
死
や

「
銭
ゲ
バ
」
に
直
結
す
る
よ
う
な
登
場

ョ
ー
ク
を
通
じ
て
海
外
の
人
た
ち
が
日

本
を
ど
う
見
て
い
る
か
、
対
日
観
の
変

化
も
見
て
い
こ
う
と
し
て
き
た
。

│
│
ど
う
収
集
す
る
の
で
す
か
。

　

も
と
も
と
本
業
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
と
し
て
世
界
の
あ
ち
こ
ち
に
取

材
に
行
く
。
取
材
中
に
そ
の
国
で
楽
し

ま
れ
て
い
る
笑
い
話
を
集
め
る
こ
と
が

好
き
で
、
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
。
さ
か

の
ぼ
れ
ば
01
〜
02
年
に
、
東
欧
の
ル
ー

マ
ニ
ア
に
2
年
間
暮
ら
し
た
こ
と
で
弾

み
が
つ
い
た
。
首
都
ブ
カ
レ
ス
ト
の
マ

ン
ホ
ー
ル
に
住
む
「
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク

─
─
一
押
し
の
ジ
ョ
ー
ク
は
？

　

冒
頭
に
収
録
し
た
「
ウ
ソ
発
見
器
」

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
（
前
略
）
は
じ
め
に
習
近
平
が
装
置

に
座
っ
て
言
っ
た
。

　
「
私
は
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
中

国
だ
け
で
は
な
く
世
界
中
が
豊
か
に
な

れ
ば
い
い
と
」

　
　
「
ビ
ー
、
ビ
ー
、
ビ
ー
」

次
に
安
倍
が
装
置
に
座
っ
て
言
っ
た
。

　
「
私
は
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
日

の
子
供
た
ち
」
の
取
材
を
移
住
し
て
2

年
間
し
た
。
そ
の
と
き
に
ル
ー
マ
ニ
ア

に
は
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
笑
い
話
が
あ

る
と
知
っ
た
。

　

ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
ジ
ョ
ー
ク
を
バ
ン

ク
と
い
う
。
ジ
ョ
ー
ク
は
ロ
シ
ア
語
で

滑
稽
な
小
話
全
般
を
指
す
ア
ネ
ク
ド
ー

ト
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
共
産
主
義
体

制
下
で
政
権
批
判
が
で
き
な
い
中
、
そ

れ
を
風
刺
に
し
て
楽
し
む
文
化
が
ロ
シ

ア
や
東
欧
に
あ
っ
て
、
集
め
出
し
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
足
を
延
ば
し
た

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
時
代
の
イ
ラ
ク
に

は
白
昼
絶
対
言
え
な
い
ジ
ョ
ー
ク
が
実

は
あ
ふ
れ
て
お
り
、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル

や
パ
レ
ス
チ
ナ
で
も
笑
い
話
で
互
い
に

風
刺
し
合
っ
た
り
し
て
い
た
。

│
│
主
に
英
語
で
す
か
。

　

一
応
、
ど
こ
で
も
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
、
お
ま
え
の
国
の
ジ
ョ
ー
ク
を
教
え

て
く
れ
と
英
語
で
お
願
い
す
れ
ば
、
変

わ
っ
た
日
本
人
が
い
る
も
ん
だ
と
逆
に

興
味
を
示
し
、
手
ぶ
り
も
交
え
て
教
え

て
く
れ
る
。
そ
し
て
教
え
て
く
れ
る
中

に
、
日
本
人
が
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
出
て
く

る
。
そ
こ
に
彼
ら
が
思
っ
て
い
る
日
本

人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
集
め
た
。

│
│
こ
こ
10
年
で
け
っ
こ
う
変
化
し
て

い
る
の
で
は
。

　

出
て
く
る
日
本
人
像
は
助
演
男
優
賞

的
な
も
の
が
多
い
。
ジ
ョ
ー
ク
の
ト
リ

を
飾
る
と
か
最
後
の
落
ち
に
使
わ
れ
る

本
と
北
朝
鮮
が
良
き
友
人
に
な
れ
れ
ば

い
い
と
」

　
　
「
ビ
ー
、
ビ
ー
、
ビ
ー
」

最
後
に
ト
ラ
ン
プ
が
装
置
に
座
っ
て
言

っ
た
。

　
「
私
は
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
」

　
　
「
ビ
ー
、
ビ
ー
、
ビ
ー
」

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ネ
タ
と
し
て
ジ

ョ
ー
ク
に
し
や
す
い
の
で
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
は
じ
め
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
前
任

の
オ
バ
マ
氏
は
い
じ
り
づ
ら
か
っ
た
。

の
で
は
な
く
て
、
い
わ
ば
名
脇
役
で
あ

り
、
安
倍
（
晋
三
）
さ
ん
も
そ
の
一
人

だ
。
政
治
家
の
落
ち
は
多
く
が
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
だ
っ
た
り
、
習
近
平
主
席
だ

っ
た
り
す
る
が
、
最
近
は
安
倍
さ
ん
の

名
前
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
け

っ
こ
う
よ
く
出
て
く
る
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
）
が
発
達
し
、

政
治
家
批
判
を
悪
口
的
に
す
る
の
で
は

な
く
て
、
風
刺
と
し
て
笑
っ
て
し
ま
お

う
と
い
う
の
が
、
世
界
の
大
人
の
良
識

と
し
て
し
か
る
べ
き
形
な
の
だ
ろ
う
。

│
│
欧
米
人
は
ジ
ョ
ー
ク
に
長
け
て
い

る
？

　

小
さ
い
と
き
か
ら
、
家
庭
の
中
で
ち

ょ
っ
と
し
た
ジ
ョ
ー
ク
で
笑
う
と
い
う

文
化
が
身
に
付
い
て
い
る
。
最
近
の
日

本
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
い
る
と
、
毎
日
大

げ
ん
か
し
て
い
る
。
罵
詈
雑
言
の
醜
さ

を
知
り
、
ジ
ョ
ー
ク
に
し
て
笑
い
に
す

る
の
が
大
人
の
マ
ナ
ー
で
は
な
い
か
。

│
│
ジ
ョ
ー
ク
の
達
人
に
な
る
に
は
。

　

僕
自
身
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
行
く
ま
で

ピ
ン
と
こ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
だ

が
、
現
地
で
実
際
に
聞
く
と
笑
え
る
。

日
本
で
聞
く
も
の
は
、
は
っ
き
り
い
う

と
、
翻
訳
が
硬
く
て
悪
い
。
笑
い
は
す

ご
く
微
妙
な
も
の
で
、
助
詞
一
つ
の
違

い
で
が
ら
っ
と
変
わ
り
、
改
行
一
つ
で

笑
い
に
一
番
大
事
な
間
が
で
き
る
。
そ

こ
ま
で
し
っ
か
り
こ
だ
わ
っ
て
訳
す
こ

と
、
書
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

欧
米
で
は
マ
ナ
ー
と
し
て
、
ジ
ョ
ー

ク
が
滑
っ
て
い
て
も
、
つ
ま
ん
な
い
と

言
わ
な
い
。
だ
か
ら
言
い
や
す
い
。
日

本
人
は
厳
し
く
て
、
滑
っ
て
い
る
と
か
、

寒
い
と
か
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
か
、

言
い
が
ち
だ
。
ジ
ョ
ー
ク
を
楽
し
む
う

え
で
も
、
環
境
や
気
質
の
違
い
が
あ
る

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

 

（
聞
き
手
・
本
誌
：
塚
田
紀
史
）

の
仕
方
か
ら
変
わ
っ
て
き
た
。

日
本
の
経
済
力
が
相
対
的
に
小

さ
く
な
り
存
在
感
が
薄
れ
、
中

国
人
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い

る
面
も
あ
る
。

│
│
日
本
人
に
つ
い
て
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ジ
ョ
ー
ク
も
あ
る
？

　

技
術
大
国
だ
け
で
は
な
く
、

ア
ニ
メ
や
映
画
、
ゲ
ー
ム
と
い

っ
た
文
化
的
な
部
分
に
イ
メ
ー

ジ
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
相
対
的

に
経
済
ア
ニ
マ
ル
と
い
う
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ク

ー
ル
の
文
化
的
な
も
の
が
思
い

浮
か
ぶ
と
い
う
ジ
ョ
ー
ク
が
増

え
て
い
る
。
た
だ
世
界
的
に
は
、

政
治
風
刺
が
多
い
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

い
ろ
ん
な
ジ
ョ
ー

ク
が
世
界
中
で
楽

し
ま
れ
て
い
る
の

で
、
新
し
い
情
報

が
そ
こ
に
込
め
ら

れ
る
。
で
も
ジ
ョ

ー
ク
は
元
の
形
が

踏
襲
さ
れ
、
構
成

が
似
る
。
最
初
は

レ
ー
ニ
ン
だ
っ
た

の
が
プ
ー
チ
ン
大

統
領
に
代
わ
り
、

中
国
で
は
毛
沢
東

だ
っ
た
の
が
習
近

平
主
席
に
代
わ
る
。「
独
裁
者
ジ
ョ
ー

ク
」
は
昔
か
ら
あ
り
、
今
や
金キ

ム

正ジ
ョ
ン

恩ウ
ン

委

員
長
が
期
待
の
ル
ー
キ
ー
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
立
っ
て
な
い
と
ジ
ョ
ー
ク
に
な

ら
な
い
か
ら
だ
。
ジ
ョ
ー
ク
は
民
族
的

な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
土
台
に
あ
り
、
そ

れ
が
理
解
で
き
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。

│
│
民
族
的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
？

人
種
的
な
こ
と
に
な

る
と
、
た
だ
の
差
別

的
な
も
の
に
な
っ
て

し
ま
う
し
。
そ
こ
の

線
引
き
は
難
し
い
。

日
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